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戦

後

の

混

乱

終
戦
に
よ
っ
て
国
民
は
戦
火
の
収
ま
っ
た
こ
と
に
安
堵
の
思
い
を
友
し
た
が
、
同
時
に
今
後
泊
生
活
に
不
安
を
感
じ
、
拠
る
べ
き
も

の
を
失
っ
た
自
失
の
念
に
廷
然
と
し
て
い
た
。
戦
時
中
か
ら
窮
迫
し
て
い
た
衣
食
住
は
戦
後
一
層
窮
乏
し
、
破
壊
さ
れ
た
突
通
機
関
は

早
急

κ回
復
せ
ず
、
水
道
は
絶
え
ず
断
水
L
、
ガ
ス
は
壁
火
の
よ
う
に
燃
え
、
電
燈
は
停
電
を
つ
づ
け
、
い
わ
ゆ
る
「
治
先
さ
真
闇
」

の
日
常
生
活
に
不
安
の
一
念
を
高
め
な
が

b
、
餓
死
線
上
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
が
、
他
方
中
一
指
難
托
伴
う
犯
罪
は
増
加
し
、
道
義
は
額
廃

し
、
社
会
は
全
く
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。

戦
争
に
工
つ
で
原
料
物
資
を
徹
底
的
に
失
い
た
が
ら
、
他
方
に
は
物
資
の
隠
退
蔵
が
行
わ
れ
、
米
穀
供
出
心
不
振
に
対
し
て
も
十
八
?

な
る
施
策
が
行
わ
れ
ず
、
特
に
一
一

0
年
度
D
産
米
は
三
六
年
去
り
の
凶
作
て
全
国
収
穫
高
三
九
一
五
万
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
(
平
年

作
六
千
二
三
百
万
石
)
か
く
て
生
活
物
資
の
出
廻
り
↑
は
非
常
に
惑
く
、
物
価
は
昂
騰
白
一
路
を
た
ど
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
烹
化
す

石
の
み
で
あ
っ
た
。
と
の
物
価
高
に
あ
え
ぐ
動
労
者
の
賃
A
R
は
依
然
と
し
て
低
く
、
家
計
は
著
し
い
赤
字
セ
示
し
、
ん
や
所
に
賃
上
げ
闘

争
が
行
わ
れ
た
が
、
生
き
て
行
く
た
め
に
は
闇
市
を
利
用
し
買
出
し
に
浮
身
を
や
っ
す
外
は
な
か
ヲ
た
。
し
か
る
に
他
方
に
戦
時
利
得

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活
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ノ、

者
は
、
買
溜
め
た
米
そ
の
他
の
物
資
に
よ
っ
て
暖
衣
飽
食
の
生
活
を
な
す
有
様
で
あ
り
、
飢
餓
線
上
に
あ
え
ぐ
国
民
の
道
義
は
失
墜
せ

ざ
る
を
得
友
い
状
勢
と
た
り
、
生
活
難
に
基
く
犯
罪
は
増
加
し
、
特
に
青
少
年
の
犯
罪
が
多
く
あ
ら
わ
れ
た
。

戦
時
叩
か

b
栄
養
不
良
に
陥
っ
て
い
た
国
民
大
衆
は
、
戦
後
も
食
糧
事
情
の
窮
迫
に
お
の
の

H
て
い
た
が
、
大
都
市
の
駅
附
近
に
屯

し
て
い
た
浮
浪
人
や
三
食
外
金
者
中
に
は
栄
養
失
調
死
す
る
も
の
が
続
々
現
わ
れ
、
さ
ら
に
配
給
だ
け
白
生
活
を
続
け
て
い
た
大
学
教

授
平
司
法
官
に
栄
養
一
央
調
苑
す
る
も
の
が
あ
り
、
栄
養
失
調
た
る
言
葉
は
戦
後
白
不
安
な
社
会
の
一
一
閣
を
物
語
る
も
む
と
た
っ
た
。

翌
二
一
年
に
入
っ
て
状
勢
は
更
に
深
酷
さ
を
加
え
た
。
働
く
に
職
た
く
食
う
に
米
が
な
い
有
様
て
、
う
な
ぎ
上
り
の
イ
ン
7

v
世
相

の
下
に
浮
浪
者
白
群
は
殖
え
る
に
委
す
有
様
ゼ
あ
り
、
兇
E
m
犯
罪
が
日
々
の
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
c

他
方
に
隠
退
蔵
物
資
の
摘
発
が
時
慨

に
行
わ
れ
、
三
月
に
は
旧
同
封
鎖
・
新
円
切
替
の
金
融
措
置
が
強
行
さ
れ
た
。
五
月
一
日
の
メ
ー
デ
ー
は
皇
居
前
広
場
を
赤
旗
ゼ
埋
め
、

一
二
日
に
は
米
よ
こ
せ
デ
モ
が
皇
居
へ
進
入
す
る
有
様
ゼ
あ
り
、
一
ー
九
日
に
は
食
糧
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
た
。

一
方
八
周
に
は
同
鉄
・

海
員
・
炭
労
・
新
開
放
送
の
各
労
働
組
合
の
共
同
闘
争
が
行
わ
れ
、
米
の
遅
配
』
久
間
は
全
国
的
に
拡
古
る
有
様
ゼ
、
米
の
供
出
成
績
は

甚
だ
わ
る
と
、
遂
に
農
家
に
対
す
る
強
権
発
動
と
た
っ
て
、
畑
の
中
か
ら
米
俵
げ
か
掘
り
出
さ
れ
る
と
い
う
状
景
も
め
ら
わ
れ
た
。
食
績

不
足
、
ス
ト
の
連
続
、
犯
罪
事
件
の
続
発
、
一
見
K
発
疹
チ
プ
凡
そ
の
他
の
悪
疫
の
流
行
な
ど
、
社
会
不
安
は
一
層
深
ま
っ
た
。

二
二
年
己
ろ
の
生
産
高
は
戦
前
の
三
分
一
と
い
わ
れ
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
が
一
千
万
人
を
超
え
る
有
様
で
あ
る
か

b
、
需
給
の
パ

ラ
γ
ス
が
企
〈
崩
れ
た
こ
と
は

w
う
ま
で
も
た
い
。
米
の
遅
欠
配
は
い
よ
い
工
激
し
く
な
り
、
そ
の
土
、
主
食
・
石
炭
・
国
鉄
逮
賃
な

げ
と
白
値
上
げ
が
あ
り
、
イ
Y
7
ν

が
猛
烈
に
進
行
し
て
数
カ
月
ご
と
に
月
給
が
変
ヲ
た
が
、
物
価
騰
貴
に
追
い
つ
く
仕
ず
も
な
〈
、
国

民
は
宝
く
じ
(
四
周
)
に
夢
全
求
め
る
有
様
で
あ
っ
た
。
敗
戦
以
来
久
し
く
壕
舎
生
活
が
づ
づ
い
た
が
、
住
宅
の
窮
乏
は
少
し
も
緩
和
さ

れ
な
か
っ
た
。
紙
の
不
足
か

b
新
聞
用
紙
が
教
科
書
用
紙
に
廻
さ
れ
、
グ
フ
ロ
イ
ド
版
ベ
ラ
一
枚
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
ハ
一
二
年
一
二



月
)
。
二
二
年
の
ニ
・
一
ス
ト
は
司
令
部
に
よ
っ
て
中
止
せ
し
め
ら
れ
た
が
、
二
三
年
に
入
る
と
労
働
争
議
へ
の
庄
迫
は
滋
し
く
た
り
、

七
尼
に
マ
γ

カ
l
サ
書
簡
は
国
家
公
務
員
心
罷
業
を
禁
ず
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
国
心
政
治
は
こ
の
こ
ろ
か

L
著
し
く
変
化
し
、
人

々
は
と
れ
を
「
逆
立

I
R
し
と
呼
ん
だ
が
、
こ
の
と
ろ
か
ら
食
生
活
は
連
合
国
の
輸
入
食
糧
放
出
と
豊
作
予
想
と
の
た
め
に
、
前
途
に

明
る
い
見
通
し
を
持
つ
よ
う
に
在
、
担
、
二
四
年
一
月
ド
ッ
ジ
江
戸
伎
の
来
日
に
よ
り
て
「
竹
馬
の
足
」
を
切
る
べ
き
均
衡
予
算
が
提
示
さ

れ
、
終
戦
以
来
の
イ
γ
7
v
を
よ
う
や
く
食
い
止
め
得
る
状
勢
と
た
っ
た
。
社
会
不
安
の
諸
事
件
、
た
と
え
ば
二
三
年
の
帝
銀
事
件
・

昭
電
事
件
、
二
四
年
の
下
山
・
一
二
篤
・
松
川
事
件
の
ご
と
き
、
た
お
跡
を
た
た
た
か
っ
た
が
、
一
般
的
に
見
て
、
二
三
年
か
ら
二
四
年

に
か
け
て
図
民
生
活
は
、
一
応
安
定
の
崩
し
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
と
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

菩

L

い

暮

し

戦
時
戦
後
金
通
し
て
イ
ン
フ

ν
l
シ
ョ

y
k
伴
う
一
般
物
価
、
特
に
生
活
必
需
品
の
価
格
暴
騰
が
、
勤
労
大
衆
の
生
活
に
危
機
を
も

た
b
し
た
こ
と
は
周
知
の
己
と
で
あ
る
が
、
政
府
も
よ
う
や
く
一
二
年
二
月
一
七
日
に
至
η

て
綜
合
イ
Y

フ
レ
防
止
策
と
し
て
、
金
融

緊
急
措
置
令
を
発
し
て
旧
円
封
鎖
・
新
円
切
一
替
、
預
貯
金
の
払
出
制
限
を
行
い
、
三
月
三
日
に
は
物
価
統
制
令
を
実
施
し
た
。
モ
し
て

三
月
か

b
D
一
般
給
与
を
現
金
五

O
O円
て
抑
え
、
そ
れ
以
一
上
は
封
鎖
支
払
て
給
与
し
、
封
鎖
預
金
の
支
払
は
一
世
帯
当
り
世
帯
主
一
ニ

0
0円
、
家
族
一
人
に
つ
い
て
一

O
O円
に
限
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
五

O
O円
生
活
」
で
あ
る
。
己
の
推
定
は
大
蔵
省
物
価
部

の
算
出
に
よ
む
大
都
市
に
あ
け
る
労
働
者
の
一
カ
月
世
帯
費
を
基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
て
あ
「
一
た
。
し
か
し
当
時
に
沿
け
る
一

般
物
価
の
急
騰
状
況
か
ら
見
て
も
、
或
は
配
給
の
不
円
滑
か
ら
見
て
も
、
こ
の
ワ
ク
内
て
生
活
士
維
持
す
る
こ
と
は
絶
対
不
可
能
と
さ

れ
、
四
月
ζ

ろ
か
ら
ヲ
ク
の
拡
大
が
各
方
聞
か
ら
強
〈
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
厚
生
省
や
日
本
生
活
問
題
研
究
所
の
調
査
に
よ

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活
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戦
後
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わ
が
国
民
生
活
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主。

っ
亡
主
、
有
O
O
円
生
活
は
無
理
で
あ
っ
た
。
議
に
二
二
年
一
月
に
た
っ
て
五
O
O
円
を
七

0
0円
に
拡
大
し
た
。

五
の
一
O
円
生
活
と
食
間
難
は
同
民
に
い
わ
ゆ
る
「
符
生
活
」
#
徐
儀
た
〈
せ
し
め
た
。
己
れ
は
家
財
道
具
な
ど
手
廻
り
品
を
つ
ぎ
っ

さ
に
語
り
払
っ
て
生
活
費
の
椅
十
点
と
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

れ
に
よ
っ
て
都
市
消
費
者
の
衣
類
左
ど
が
治
々
と
し

τ農

村
に
流
れ
叫
刊
し
売
。

こ
む
物
生
活
と
関
連
し
て
一
二
年
初
頭
か
ら
各
地
に
交
換
会
が
発
生
し
た
。
初
め
は
公
共
団
体
の
設
置
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ

わ
は
漸
次
影
を
ひ
そ
め
、
職
業
的
商
業
的
た
交
換
会
が
発
達

T
る
よ
う
に
在
り
、
二
一
年
半
ば
こ
ろ
か
ら
大
都
市
の
外
辺
地
帯
に
多
〈

軒
を
並
べ
る
有
様
て
あ
っ
た
。
委
託
占
交
換
の
場
合
の
業
者
の
手
数
料
は
最
低
五
分
、
最
高
一
一
一
割
子
一
、
最
低
は
多
く
百
貨
庖
ま
た
は
公
共

団
体
の
営
む
場
合
ゼ
、
職
業
的
事
一
換
会
は
一
割
以
上
が
普
通
で
あ
っ
た
。
真
の
受
換
h
T
委
託
は
看
板
ゼ
、
実
質
的
に
は
古
物
市
で
あ
っ

た
場
合
も
多
〈
、
己
的
場
合
の
取
引
依
頼
と
販
売
価
格
善
は
最
低
三
割
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う
。

終
戦
後
生
活
費
が
急
『
「
一
日
升
を
示
し
た
の
は
、
二
O
年

一
月
の
生
鮮
食
料
品
の
統
制
撤
廃
以
後
て
あ
る
。
厚
生
1

省
の
調
査
に
上
る
と
、

二
一
年
一
且
の
生
計
費
は
工
場
労
務
者
に
つ
い
て
六
大
都
市
て
は
一
一
O
四
円
五
O
銭
、
全
国
平
均
ぞ
は
七
七
七
円
三
八
銭
、
俸
給
生

活
者
は
一
五
八
O
円
六
八
銭
と
な
ヮ
て
沿
り
、
そ
の
何
れ

r
つ
い
て
も
実
収
入
は
生
活
費

r足
ら
な
か
っ
た
。
労
働
者
は
六
大
都
市
て

二
九
O
l
一
O
六
九
円
、
全
国
平
灼
て
一
二
O
八
六
二
一
円
の
赤
字
、
給
料
生
活
者
は
六
大
都
市
て
一
一
一
五
回
一
一
二
三
円
、
全
国
平

的
て
三
七
一
六
三
九
円
の
赤
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
が
月
を
追
う
て
上
昇
し
つ
つ
続
〈
の
そ
あ
る
か

b
、
勤
労
者
心
苦
し
み

は
想
像
以
上
て
、
こ
と
に
い
わ
ゆ
る
箱
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

家
計
赤
字
の
最
大
白
負
担
は
も
ち
ろ
ん
飲
食
物
費
で
あ
る
。
家
計
全
体
に
占
め
る
飲
食
物
費
の
制
合
は
、
二
年
に
は
三
一
了
六
%
、

一
一
年
に
は
三
四
・
六
九
%
、

一五

i
↓
六
年
三
九
・
九
八
%
、

一
九
年
=
一
六
・
一
五
%
で
、
大
体
三
八
四
O
%
止
り
で
あ
っ
た
が
、



一
二
牛
に
は
七
二
%
内
外
を
示
す
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
文
化
由
貿
は
戦
前
に
は
給
料
生
活
者
ゼ
一
五
%
、
労
働
者
一
四
%
前
後

て
あ
っ
た
が
、
終
戦
後
は
二
=
一
%
、
甚
し
い
の
は
一
%
位
し
か
な
h
も
の
も
あ
る
。
己
れ
ゼ
は
食
う
だ
け
白
生
活
で
あ
っ
て
、
全
く

動
物
的
生
活
と
い
う
の
外
は
な
い
。

都
市
家
計
調
査
が
物
価
庁
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
二
一
年
四
月
か
ら
の
束
京
都
勤
労
者
の
家
計
費
の
推
移
を
見
る
と
、
二
O
年
四
月

心
家
計
費
は
一
二
四
三
円
ゼ
つ

δ
年
一
心
月
の
約
二
倍
半
)
、
二
二
年
二
三
年
と
上
昇
率
は
減
少
し
て
い
る
も
白
の
一
飲
食
物
費
の
割
合
は
、

一
一
一
年
は
食
糧
事
情
の
窮
迫
か

b
、
や
は
り
七
二
%
内
外
を
一
不
し
、
二
二
年
は
前
年
か
ら
五
%
ほ
ど
減
少
し
つ
つ
食
組
事
情
に
よ
っ
て

大
き
く
波
を
打
っ
て
h
る
。
し
か
し
二
二
年
一

一
円
月
の
食
温
品
盛
期
か

b
二
三
年
に
入
る
と
、
物
価
改
訂
心
行
わ
れ
た
二
一
一
一
年
六
且
の
一

六
五
・
五
%
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
六
O
%
内
外
を
示
す
上
う
に
な
り
、
そ
白
剖
令
は
低
千
し
、
そ
の
徐
剰
は
会
結
史
以
外
の
支
出

r

ふ
り
む
け
b
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
の
向
上
を
漸
次
-F
す
よ
う
に
な
っ
た

G

こ
れ
を
笑
収
入
の
一
過
不
足

r
っh
て
み
て
も
、
二
一
年

ば
実
収
入

K
対
し
二
一
・
五
%
の
一
赤
手
を
示
し
て
い
た
が
、
二
二
年

rは
」
ハ
・
四
%
、
二
三
年
は
一
・
七
%
と
減
少
し
、
次
第

r収
支

の
均
衡
を
と
り
も
ど
す
よ
う
に
た
っ
た
。
ま
た
世
持
主
の
勤
労
収
入
忙
対
す
る
勤
労
外
収
入
白
割
合
も
一
一
一
年
K
は
約
三
割
、
二
二
年

に
約
二
割
、
二
一
二
年
九
月
以
降
一
割
と
減
少
し
、
収
入
構
成
が
改
普
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
支
出
に
お
け
る
飲
食
物
費
の
割
合
は
戦

前
心
倍
近
〈
を
示
し
て
い
る
ば
か
り
て
た
く
、
戦
前
に
沿
い

τは
支
川
階
級
の
増
進
に
よ
っ
て
そ
の
割
合
仕
大
き
く
減
っ
て
い
た
の
に

反
し
、
最
近
は
減
少
の
幅
が
狭
い
。
と
の
ど
と
は
国
民
生
活
の
水
準
の
低
下
と
、
飲
食
物
由
貿
に
追
わ
れ
て
い
る
状
況
を
一
所
す
も
の
と
い

ろ
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
都
部
別
て
見
る
と
、
都
市
て
は
飲
食
物
費
の
割
合
は
次
第
に
減
少
し
た
の
に
反
し
て
、
農
家
て
は
逆
に
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
o

か
く
γ
両
者
が
接
近
し
つ
つ
あ
る
の
は
、
国
民
の
経
済
生
活
が
安
定
化
の
段
階
に
入
わ
一
つ
つ
あ
る
証
拠
て
あ
る
と

見
る
と
と
が
て
き
る
。

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

詩
人
十
巻

七
五

第
四
回
す

五



戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

実
支
出
に
お
け
る
飲
食
物
費
の
割
合

昭

和

九

一

口

年

二

三

年

三

月

六
C
円
未
満
問
了
六
%
一
一
一
千
円
未
満
五
・
八
%

七
O
円
未
満
宍
・
八
円
千
円
未
満
天
・
一
一
一

入
。
円
未
満
完
工
一
一
五
千
円
未
禍
穴
・
一
一

九
O
円
未
満
高
・
九
六
千
円
未
満
室
会

一
0
0
円
未
満
三
・
ニ
七
千
円
未
満
函
-
u

一
C
C
円
以
と
き
占
入
千
円
未
相
互
・
口

九
千
円
未
満
宍
一
子
三

一
万
円
未
満
歪
・
一

一
方
円
以
上
さ
・
一

年年

月月月一一{良企東良企京 農京
朝S 右011

家市京語ミ市京家京

牛

生
計
費
飲
食
物
究

一
古
一
八
泊
五
円
三
曲
一
一
円

三七日門亙一〔)五二三
一

八四ニニ

E

八一六

六
六
世
一
間
二
八
三

世八一一一一一一宍ニ甘

Z
E
-
-

凡
一
円
九

一
口
一
一
元
八
一
一
向
九
五

一
一
五
一
三
七
一
八
回

若室函奥函完天宍%

第
八
十
巻

七
/、

第
四
号

五

更
に
都
市
に
お
り
る
生
計
費
の
内
訳
割
合
同
二
四
年
三
月
に
は
、
飲
食
物

費
五
七
・
八
%
と
な

U
、
衣
食
住
以
外
に
向
け

b
れ
る
割
合
も
一
二
・
五
%

と
な
っ
た
。

ζ

れ
に
よ
コ
て
次
第
に
生
活
の
向
上
を
示
し
て
き
た
ζ

と
を
知

る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

食
・
衣
・
住
の
回
復

戦
後
は
生
活
物
資
が
極
度
り
窮
之
状
態
に
あ
っ
た
が
、
モ
の
後
愉
入
食
糧

の
放
出
、
生
産
の
向
上
に
よ
ッ
て
国
民
生
活
が
次
第
に
改
善
さ
れ
た
。
生
活

物
資
の
供
給
量
は
大
体
に
沿
い
て
二
六
年
て
戦
前
の
九
一
%
に
達
し
、
二
七

年
に
一
O
二
%
と
た
っ
て
戦
前
の
水
準
を
超
え
た
。
次
頁
の
数
字
は
こ
の
大

勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

二
四
年
以
一
来
食
糧
事
情
は
好
転
し
た
が
、
食
師
団
総
需
要
の
二
五
三
O
%

を
米
国
の
援
助
資
金
に
よ
る
輸
入
陀
仰
い
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
。
二
五
米

穀
年
度
に
入
っ
て
戦
後
始
め
て
由
無
遅
配
無
欠
配
と
在
っ
た

U

米
食
率
は
二

六
年
度
て
は
生
産
県
七
O
六
O
%
、
消
費
県
五
O
%
で
、
米
白
ヤ
ミ
値
が

公
定
価
格
を
下
廻
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
主
た
配
給
辞
退
白
現
象
も
起
っ
て
き

二
三
年
二
月
以
来
食
樋
記
給
を
担
当
し

た
〈
辞
退
量
二
五
年
度
五
O
万
ト
ン
)
。



七
支
類
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。

生
鮮
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
二
三
年
の
果
物
士
始
ゆ
と
し
て
、
漬
物
・
疏
莱
が
順
次
統
制
を
は
ず
さ
れ
、
二
五
年
匹
且
に
は
鮮
魚
介

及
び
水
産
加
工
品
、
牛
乳
及
び
乳
製
品
の
統
制
が
は
ず
さ
札
た
。
こ
り
結
果
、
品
質
・
鮮
度
は
向
上
し
出
廻
り
は
活
液
と
な
日
、
価
格

も
需
要
に
応
じ
亡
落
着
い
亡
き
た
む
己
れ
ら
の
副
食
物
供
給
増
、
相
対
的
値
下
り
は
蛋
白
質
・
附
肪
の
摂
取
を
促
進
し
、
栄
養
の
向
上

に
資
し
、
併
せ
と
ヤ
ミ
主
食
の
需
要
是
を
減
少
せ
し
め
た
。
調
味
料
の
需
給
も
順
調
と
な
り
、
二
五
年
一
月
に
は
食
用
塩
、
七
月
に
は

一
O
月
に
は
食
用
品
、
三
七
年
四
月
に
砂
糖
の
統
制
が
は
ず
さ
れ
た
。
か
く
て
、
主
食
以
外
の
食
料
品
は
全
部
自
由
販
売
と

国
民
一
人
当
り
生
活
物
資
供
給
量
指
数
(
昭
和
九
1
一
一
年
l
一
(
U
O〉

品
目
数
二
一
年
二
二
年
二
三
年
二
四
年
二
五
年
二
六
年
二
七
年

総

合

会

考

会

歪

・

ニ

ホ

八

え

芸

人

八

7
ニ
九
了
間
一
日
一
4

食
料
二
八
三
人
吉
・
岡
高
・
一
一
世
八
・
三
月
子
四
八
九
・
E

九五ん

(
主
食
〉
四
七
一
ユ
・
一
九
口
元
吉
・
八
九
凶
・
一
室
占
空
白
空
・
4

(
非
主
企
〕
一
一
三
圭
・
-
一
圭
ム
六
D

・
四
六
五
主
主
・
↓
一
会
・
六
九
八
・
-

被
服
一
己
一
一
五
・
E

完
・
四
一
一
九
・
一
一
=
一
口
九
同
六
・
-
一

g
・
一
一
究
主

住

居

八

六

位

・

四

也

八

ニ

九

7
九
九
四
・
口
先
・
0

一
白
・
三
品
八
・
白

光
熱
六
九
百
・
耳
宍
・
一
一
口
口
・
阿
一
三
・
正
一
一
口
・
九
一
一
一
ユ
・
E

一一口・日

一五

E
石・
F
U
5
7
D
Tハ
包
・
六
哲
一
一
一
・
六
八
一
(
・
四
九
九
二
一
一
一
六
元

二
九
年

二
一
-
z

uji、
己

プ
/
・
正

八八・古
一旦ハ・
D

一一口・八
九
千
E

一一一子一
一巴?三

二
八
年

一
一
7
0

九八・
E

3
一・一

一白・口
一一回・八

九ん・九
一一向・一

一宝石圏一一ハ

雑

味
噌
醤
泊
、

た
っ
た
。

て
い
た
食
糧
回
給
公
団
は
二
四
年
末

の
総
司
令
部
覚
書
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
る
こ
と
と
友
担
、

一
カ
年
白
準
備

期
間
を
沿
い
て
二
六
年
三
月
に
解
散

し
、
四
月
か
ら
は
民
営
白
米
屋
が
復

活
し
、
主
食
の
配
給
業
務
を
行
う
己

と
と
な
づ
た
。
二
七
年
六
局
か
ら
一
は

E

D
よ
う
に
し
て
食
生
活
は
戦
前
白
米
中
心
と
は
大
分
変
っ

τ、
小
麦
白
一
割
合
が
ふ
え
て
き
た
。
二
七
年
ご
ろ
に
は
米
の
消
費
は
戦

前
の
八
割
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
表
類
は
約
三
倍
と
な
り
、
食
糧
輸
入
構
成
心
重
点
が
支
に
移
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
副
食

物
の
消
費
量
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
食
生
活
が
霊
の
回
復
か
ら
質
的
に
高
度
化
し
て
き
た
乙
と
も
考
え
ら
れ
る
n

戦
略
官
の
わ
が
国
民
生
活

第
八
十
巻

じ
七

第
四
号

五



戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

第
八
十
巻

4じ
ノ又

第
四
号

主五

四

衣
料
は
ご
四
|
二
五
年
度
に
は
生
産
の
回
復
と
二
四
年
度
の
怜
出
不
振
が
影
響
し
て
、
見
ト
ッ
ク
衣
料
品
が
大
量
に
放
山
さ
れ
、
国

民
衣
料
の
需
給
緩
和
に
役
立
っ
た
。
絹
・
4

平
毛
・
人
造
繊
維
は
二
四
年
以
来
漸
次
統
制
が
解
除
さ
れ
、
木
綿
の
み
統
制
の
対
象
と
た
っ

て
い
た
が
、
放
出
衣
料
の
出
廻
り
も
農
富
と
な
り
、
需
給
の
実
情
に
照
し
合
せ
て
二
五
年
三
月
統
制
が
解
除
さ
れ
、
何
時
に
衣
料
切
符

は
四
月
以
↑
来
事
実
上
停
止
さ
れ
て
い
た
が
、
二
六
年
四
且
二
八
日
比
王
式
に
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
一
一
五
年
六
周
白
朝
鮮
動
乱
に
よ
っ

て
繊
維
品
相
場
は
八
月
ま
と
急
騰
を
つ
づ
け
、
暴
利
取
締
強
化
に
よ
っ
て
九
月
中
旬
一
時
反
落
し
、
年
末
ま
で
横
ば
い
状
態
を
つ
づ
け
、

二
六
年
再
び
騰
勢
と
た
り
、
三
月
に
は
八
月
を
上
廻
る
新
高
値
と
た
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
糸
へ
ん
景
気
」
は
絶
頂
に
達
し
た
が
、
三
月

以
来
暴
落
し
た
。
し
か
し
モ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
売
相
場
は
二
五
年
七
且
以
来
上
昇
の
一
途
士
た
ど
っ
て
い
た
。

数
年
来
の
設
備
拡
張
と
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
臨
時
的
外
貨
収
入
が
原
料
・
原
毛
等
の
大
量
輸
入
金
可
能
な
b
し
め
た
た
め
、
生
産
が
急

に
上
昇
し
た
と
こ
ろ
へ
、
二
七
年
に
ゐ
い
て
繊
維
輸
出
が
減
少
し
て
内
需
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
並
に
最
近
急
激
に
発
達
し
た
化
学

機
維
の
供
給
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
勺

τ、
二
hu
年
に
は
生
活
物
資
中
供
給
増
加
の
最
も
著
し
か
っ
た
の
は
衣
料
で
あ
っ
た
。
モ

白
う
ち
繊
維
品
に
例
を
と
る
と
、
二
五
年
度
て
は
一
人
当
り
年
間
三
・
九
ポ

Y
F
、
二
六
年
度
に
は
六
・
九
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
も
の
が
、

二
七
年
に
は
一

0
・
五
ポ

Y
F
と
な
り
、
戦
前
(
九
l
一
一
年
平
均
)
白
九
・
四
d
y
F
を
上
廻
る
に
宣
っ
た
。

三
九
年
に
な
る
と
戦
後

の
衣
料
不
足
の
楠
克
が
一
辺
し
た
傾
向
が
強
く
、
需
要
は
頭
打
ち
と
た
り
、
緊
縮
政
策
の
影
響
も
あ
っ
て
消
費
は
減
少
し
た
。
織
純
消

費
量
は
二
八
年
に
く
ら
べ
て
二
九
年
は

0
・
一
七
ポ
ン

い
る
こ
と
は
、
下
の
数
字
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

二二 戦 | 
前|

九八千 国
民
一
入
当
り
繊
昨
消
費
量
(
経
済
企
画
庁
調
、
単
位
ポ
γ
ド

〕

一

化

繊

毛

麻

そ

の

他

一
も
合
計
一

八
・
口
回
口
・
一
一
六
一
・
ニ
(
)
一
・
四
討
司
・
閉
山
一
一
・
E

甘
一

行・一一三

D
・
ユ
一
一
-
四
・
ニ
丸
一
ro
一
0

・E
八
一
回
・
E=一一

T一九

D
・一一一一一回・回ハ

7
西
口
・
茜
一
四
・
一
宍
一

一
年
平
均
)

年年

ド
少
い
。
品
種
別
に
見
る
と
綿
・
毛
な
ど
の
天
然
繊
紘

が
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
化
学
繊
維
が
増
加
し
て



次
に
は
、
住
宅
の
問
題
て
あ
る
が
、
二
九
年
に
至
る
戦
後
一

0
年
聞
に
約
三
八
七
万
戸
D
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
が
、
住
生
活
の
回
復

は
、
ほ
ぽ
戦
前
水
準
に
戻
っ
た
衣
食
生
活
に
く
b
べ
る
と
、
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。
終
戦
直
後
の
住
宅
不
足
が
四
二

O
万
戸
と
推
定
さ

の
不
足
が
考
え
ら
れ
た
。
戦
後
十
年
間
の
住
宅
建
設
の
足
取
り
は
次
の
図
D
如
く
で
あ
る
が
、
三
三
年
心
七
四
方
戸
を
頂
点
と
し
て
下

降
線
を
え
が
き
、
二
五
年
度
の
建
設
は
二
八
万
六
千
戸
に
激
減
し
た
。
二
五
年
五
月
の
住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
間
関
係
予
算
に
基
き
一

五
O
億
円
の
国
家
資
金
ゼ
住
宅
専
門
の
金
融
機
関
士
設
け
、
地
方
公
共
団
体
及
び
市
中
銀
行
等
白
協
力
を
得
て
、
国
民
大
衆
心
持
家
建

設
を
は
か
担
、
モ
の
後
も
年
々
住
宅
増
設
計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
住
宅
建
設
は
伸
び
友
か
っ
た
。
建
設
省
が
=
一

O
年
八
月
に
行
っ
た

度年
nu 

，/，¥ 

/クドuー戸数

¥'¥¥ ¥_/¥ 
¥ 

/夫民間自力建設住宅戸、数、〆---

万戸
80 

60 

40 

2 

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

住
宅
事
情
調
査
に
よ
る
と
、
住
宅
不
足
は
一
一
七

O
万
戸
に
達
し
全
世
帯
の
一
六
%

に
当
っ
て
い
る
。

一
人
当
り
畳
数
て
見
て
も
戦
前
(
一
六
年
)
の
都
市
(
人
日
一
。

万
以
上
〉
ゼ
は
三
・
八
畳
て
あ
ヲ
た
が

三
O
作
に
は
三
・
四
畳
に
低
下
し
て
い

る。

己
の
住
宅
事
情
を
所
有
関
係
て
見
る
と
、

戦
前
(
二
ハ
年
〕
の
布
部
て
は
借

家
が
全
住
宅
の
七
六
%
を
占
め
て
い
た
が
、
戦
後
は
著
し
く
借
家
が
減
少
し
、
コ
一

O
年
に
は
二
九
%
と
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
。
戦
後
の
借
家
住
宅
建
設
の
不
振
は
、

借
家
住
宅
心
不
採
算
、
借
家
建
設
資
金
の
不
足
左
ど
に
よ
る
が
、
そ
白
結
山
市
と
し

て
自
己
の
カ
て
は
建
築
困
難
な
低
所
得
者
層
に
集
中
的
な
住
宅
難
が
現
わ
れ
て
い

る。
こ
の
よ
う
に
し
て
住
宅
の
不
足
は
今
な
お
解
消
さ
れ
て
い
な
い
の
ぞ
あ
る
が
、

第
八

T
悲

第
四
号

五
五

七
九
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五
ノ、

従
来
か

b
の
住
宅
不
足
と
年
々
の
新
規
需
要
の
た
め
、
大
都
市
を
中
心
に
立
返
さ
紛
争
、
遠
距
師
通
勤
、
別
居
生
活
が
行
わ
れ
、
設
備

不
良
平
不
衛
生
に
よ
る
各
積
の
害
惑
が
あ
ら
わ
れ
、
深
刻
志
住
宅
難
が
跡
を
絶
た
た
い
笑
情
に
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
食
・
衣
・
住
各
万
面
に
者
け
る
復
興
の
状
況
を
概
説
し
た
が
、
な
持
個
々
の
物
資
及
び
4
7
l
ピ
ス
関
係
に
つ
い
て
の

利
用
度
を
一
市
す
数
字
ハ
例
え
ば
一
三
年
度
経
済
白
書
三
七
二
一
二
七
三
頁
〕
に
よ
コ

τ、
戦
前
の
状
況
と
対
比
し
て
復
興
の
度
合
を
明
か
に

す
る
こ
と
が
て
き
る
。

四

消
費
水
準
の
向
上

終
戦
直
後
の
司
民
生
活
が
騒
然
た
る
社
会
状
態
の
う
ち

K
あ
っ
て
、
極
め
て
不
安
な
も
の
で
あ
り
、
食
恒
国
不
足
に
よ
っ
て
飢
餓
状
態

に
陥
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
輸
入
食
濁
の
放
出
、
強
制
供
山
内
米
な
ど
に
よ
っ
て
最
低
食
糧
生
活
が
確
保
さ

れ
、
他
方
戦
争
中
心
メ
ト
ッ
ク
を
利
用
し
て
日
用
品
生
産
が
続
け
ら
れ
た
た
め
、
消
費
水
準
も
次
第
に
向
上
し
て
き
た
が
、
二
一
年
に

は
戦
前
菜
準
ハ
九
二
年
金
一

0
0
と
し
て
)

に
対
し
僅
か
に
五

O
%程
度
に
止
ま
り
、

国
民
一
人
当
り
生
活
物
資
供
給
量
指
数
も
五

七
・
六
山
内
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
モ
の
後
イ
Y

7

レ
は
昂
進
し
生
産
水
準
の
上
昇
も
ば
か
ば
か
し
く
な
く
、
国
民
生
活
は
窮
乏
状
態
を
続

け
て
い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
F
y
d
・
ラ
イ
ン
の
強
行
に
よ
っ
て
悪
性
イ
ン
フ

ν
の
終
息
す
る
と
と
も
に
、
消
費
水
準
は
次
第
に
向
上
し
、

二
四
年
に
は
全
国
七
五
、
都
市
六
五
、
農
村
九

O
ま
で
回
復
し
、
更
に
朝
鮮
動
乱
の
勃
発
し
た
二
五
年
に
は
人
宝
国
七
九
、
都
市
七

O
、

農
村
九
四
に
上
井
し
た
。
翌
二
六
年
に
は
農
村
は
一

O
三
と
な
っ
た
が
、
都
市
は
特
需
景
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
九
に
低
詳
し
た
。

己

れ
は
特
需
景
気
に
不
均
衡
の
あ
っ
た
こ
と
、
賃
金
の
上
昇
が
お
く
れ
た
こ
と
、
物
価
上
昇
の
著
し
か
っ
た
己
と
左
と
に
よ
る
も
む
て
あ

る
が
、
己
の
結
果
全
国
の
指
数
は
八
三
に
止
ま
っ
た
。



国民消費水準(9-11年平均~100)

年総合都市出村

22 55.4 

23 61.2 

24 75 65 90 

25 79.3 69.8 93.5 

26 82.7 68.9 103.4 

27 94.8 80.2 116.6 

28 105.7 94.0 123.2 

29 111.0 100.0 127.5 

30 115.1 106.5 12R.l 

L 竺土旦旦宇芯竺年船

二
七
年
に
入
る
と
消
費
水
準
は
急
激
に
よ
昇
し
、
全
国
九
五
、
都
市
八

O
、
農
村
一

一
七
に
達
し
、
消
費
景
気
と
い
わ
れ
る
現
象
を
生
じ
た
。

こ
の
よ
う
に
消
費
水
準
が
急

上
昇
し
た
の
は
、
都
市
て
は
二
六
年
末
以
来
の
賃
金
事
情
の
好
転
並
に
減
税
、
農
村
J
し

は
農
産
物
収
入
・
俸
給
労
賃
収
入
な
ど
が
前
年
に
引
続
き
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

J

し
あ
る
が
、
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
産
業
界
プ
ム
の
儀
波
が
、
二
七
年
に
至
っ
て
よ
う
や

〈
個
人
経
済
の
面
に
波
及
し
亡
者
た
も
の
と
見
る
乙
と
が
ぞ
き
る
。
し
か
も
一
方
て
は

繊
維
影
中
心
と
す
る
輸
出
白
減
退
と
前
年
末
の
輸
入
の
噌
加
に
よ
っ
て
、
園
内
向
消
費

物
資
の
供
給
量
が
増
加
し
十
一
た
め
、
消
費
財
価
格
の
安
定
と
相
ま
っ
て
、
実
質
的
な
消

費
水
準
の
向
上
が
達
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る

G

二
八
年
も
引
続
き
全
国
一

O
六
、
都
市
九
回
、
農
村
三
三
一
と
好
調
な
仲
ぴ
を
示
し
た
。
木
年
目
上
昇
は
主
と
し
て
財
政
金
融
に
支

え
ら
れ
た
新
投
資
が
鉱
工
業
生
産
の
著
増
を
ひ
き
起
し
、
そ
れ

r伴
い
賃
金
所
得
が
新
た
た
増
大
を
示
し
た
こ
と
と
、
財
政
の
消
費
的

支
出
が
増
大
し
た
こ
と

K
主
る
も
の
て
あ
る
。
し
か
し
農
村
に
会
い
て
は
二
八
年
後
半
の
凶
作

rよ
っ
て
収
穫
量
の
減
少
と
な
b
農
産

物
価
格
の
騰
貴
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
家
所
得
の
増
加
率
は
著
し
く
鈍
く
左
り
、
そ
の
上
昇
率
は
都
布
に
此
し
て
低
く
か
っ
た
。
二
九

午
に
は
全
国
一
一
一
、
都
市
一

0
0、
農
村
一
二
八
と
上
鼻
率
を
鈍
化
し
た
が
、
こ
れ
は
金
融
引
締
め
キ
緊
縮
財
政
な
ど
白
影
響
に
よ

る
も
む
と
考
え
ら
れ
る
。
三

O
年
に
は
全
国
一
一
五
、
都
市
一

O
七
、
農
村
一
二
八
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の
消
費
水
準
は
、

二
也
市
γ
に
ほ
ぼ
戦
前
水
準
を
回
復
し
、
そ
の
後
引
っ
づ
い
て
上
昇
を
遂
げ
、
戦
前
以
上
の
状
態
に
達
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
て
き
る
。

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

消
費
水
準
白
上
昇
が
生
計
費
の
ど
山
方
固
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
次
に
生
計
費
の
推
移
に
つ
い
て
考
え
て
見
ょ
う
。

ノ¥

第
八
十
巻

革
凹
閉
す

五
七
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終
戦
後
生
計
費
は
最
も
不
可
欠
左
飲
食
品
刊
の
ヤ
ミ
買
に
集
中
さ
れ
、
さ
ら
に
モ
れ
が
、
は
ね
返
っ
て
ヤ
ミ
値
を
上
昇
古
官
た
が
、
二

一
二
年
秋
に
互
ヮ
て
輸
入
食
糧
白
大
量
放
出
に
よ
る
主
食
の
満
配
に
よ
っ
一
て
主
食
ヤ
ミ
値
は
下
降
り
傾
向
を
示
し
、
二
四
年
度
に
は
更
に

下
落
し
た
。
こ
白
下
落
が
都
市
生
活
者
に
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
己
と
は
明
か
て
あ
る
。
二
三
、
二
四
年
に
あ
け
る
全
都
布
生
計
費
の

費
目
別
比
率
は
次
白
よ
う
て
あ
る
。

ニ
ゴ
一
年
三
月

二
四
年
三
月

九
二二|年
己プミ

散
食
費

六
E

・口
E

千八

敬
服
費

一0・九
一一・一

世
帯
当
り
一
カ
月
の
平
均
支
出
金
額
は
、
二

そ
の
他

一E・六
=一・
E

総
理
府
統
計
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン

光
熱
費

E

・D
E

・九

住
居
費

一一一-
R

t
7市

7

V

D
終
息
と
と
も
に
、
都
市
に
治
け
る

総

計一
己
口

一
口
(
)

一
己
(
)

食

究

(

主

食

-
五
・
五
〈
二
子
八

五一ユ・
Z

(

一七・九

四
八
・
六
(
一
六
・
六

非
主
食
)
被
服
従

-一Z
・古一)一ニ・
Z

E
E
-
四)一一一子口

三一
7
D
)

一回・八

光
熱
費

問・八四・七
円
・
ね

雑

費
一丙・六

一一円・ニ
ニハ・五

住
居
費

一八・八四・八
E

・ニ

四
年
三
月
以
来
一
方
一
千
円
か
ら
一
方
二
千

円
の
間
を
上
下
し
て
い
た
が
、
二
六
年
に
入

ヮ
て
増
加
の
傾
向
を
示
し
、
同
年
四
月
比
は

、
万
一
二
一
六
四
円
と
な
っ
て
、
前
年
同
月
よ
り
一
五
O
O
円
の
増
加
を
示
し
た
。
二
六
、
二
七
年
の
東
京
勤
労
者
世
帯
の
費
目
別
家
計

支
同
金
額
比
率
主
戦
前
と
比
較
す
る
と
前
哀
の
よ
う
で
あ
る
。

更
に
二
七
年
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
前
年
に
対
す
る
上
昇
率
の
首
位
は
被
服
の
五
一
%
で
、
所
得
の
増
加
と
被
服
価
格
の
下
落
が
、

従
来
回
復
白
島
く
れ
て
い
た
こ
り
面
に
購
買
力
を
集
中
さ
せ
、
輸
出
不
振
に
あ
え
い
だ
繊
維
の
内
需
転
換
を
可
能
長
ら
し
め
た
の
で
あ

一
%
の
上
昇
と
た
っ
て

b
b
、
こ
れ
に
対
し
て
食
料
・
光
熱
は
す
で
に
一
応
の
充
日
比

段
階
に
達
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
O
%
・
七
%
と
比
較
的
上
昇
率
は
低
か
っ
た
。
己
の
傾
向
か
ら
い
え
ば
、
二
七
年
の
消
費
水

る
。
被
服
に
つ
い
て
住
屈
が
一
八
%
、
雑
費
が

準
上
昇
は
生
活
必
需
的
な
も
白
か
ら
、
生
活
内
容
改
善
の
二
次
的
支
出
に
重
点
が
向
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る



雑費住居

消費水準対前年上昇郭〔全都市全世帯〉

被服

104.1 

1t~失

107.2 94.3 109.1 

111.6 118.4 107.6 151.0 

115.9 

106.2 

119.8 

99.9 

109.6 

100.3 

113.6 

95.5 

非主食〕

100.1 '1 

113.6) 

117.0) 

99.3) 

104.5) 

〈主食

(95.6 

(104.5 

(106.3 

(97.0 

(101.日

食料

98.5 

総合年

102.1 26 

110.0 115.4 27 

112.5 

98.4 

114.0 

100.1 

28 

29 

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活 105.6 

に
二
七
年
度
の
都
市
消
費
生
活
は
、
量
的
質
的
に
大
さ
な
改
善
を
示
し
た
も
の
で
、
費
目
別
の
家

計
支
出
金
額
比
率
は
前
年
よ
り
も
一
一
層
戦
前
白
委
に
近
づ
き
、

エ

Y
F
ル
係
数
(
食
費
水
準
)

[士

106.0 

三
六
作
の
五
三
・
三
%
か
b
二
七
年
に
は
山
八
・
六
%
に
低
下
し
た
。
二
八
年
の
上
昇
率
は
住
居

一
九
%
を
始
め
と
し
て
、
非
主
食
の
一
七
%
、
雑
費
一
五
%
、
被
服
一
一
一
一
%
、
主
食
六
%
の
順
て
、

103.2 

二
七
午
の
上
昇
が
被
服
の
五
割
増
に
与

b
れ
る
よ
う
に
被
眼
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
比
較
的

平
均
化
し
た
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

106.4 

以
ょ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
一
一
四
年
か
ら
二
五
年
ま
で
は
消
費
水
準
の
よ
昇
は
主
と
し
て

食
糧
品
、
被
服
の
増
加
で
あ
っ
て
、
家
計
は
赤
字
を
出
し
て
ま
で
消
費
生
活
心
向
上
を
求
め
た
。
食

糧
の
一
応
の
充
足
が
す
む
と
被
眼
と
住
居
へ
の
充
足
に
向
っ
た
。
全
都
市
全
世
帯
て
見
る
と
一
一
六

年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
総
令
消
費
水
準
は
一
一
一
一
一
%
上
昇
し
た
の
に
対
し
て
、
飲
食
費
は
二
四
%

103.5 

白
増
加
で
あ
っ
た
が
、
被
服
は
七
二
%
、
住
居
は
四
二
%
増
加
し
た
。
二
八
年
か
ら
一
一

O
年
に
か

け
て
の
消
費
の
需
要
は
住
届
と
雑
費
に
向
け
ら
れ
た
。
己
の
期
間
に
お
け
る
全
都
市
全
世
帯
の
総

合
消
費
水
準
の
よ
昇
は
五
%
で
あ
る
が
、
被
服
は
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
、
雑
費
が
一
一
一
%
、
住
居
が

六
%
増
加
し
た
。
と
の
よ
う
に
消
費
水
準
の
向
上
と
と
も
に
、
家
具
什
器
左
ど
の
住
届
費
ャ
、
サ

ー
ビ
ス
関
係
の
雑
費
へ
の
支
出
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
特
に
電
気
器
具
な
ど
を
含
む
家
具
什
器

104.9 30 

類
は
二
六
年
か
b
=
一O
年
に
か
け
て
八
三
%
も
増
加
し
た
。
そ
の
う
ち
ラ
ジ
オ
受
信
機
は
四
倍
、

電
気
洗
濯
器
は
一
四
倍
、
写
真
機
は
五
倍
以
上
臼
増
加
で
あ
る
。
更
に
十
l
ピ
九
関
係
て
は
新
聞

第
八
十
券

ノ又

第
四
号

互王

九
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O 

用
紙
が
三
倍
に
、
パ
λ

利
用
は
八
割
以
上
回
増
加
と
な
っ

τ
い
る
。

(
一
一
二
年
度
経
済
白
書
、
二
八
一
一
頁
)

己
の
よ
う
な
消
費
構
造
の
変
化
は
消
費
水
準
白
回
復
に
よ
る
戦
前
構
造
へ
の
復
帰
で
は
な
く
、
戦
後
新
し
い
生
活
環
境
に
対
す
る
析

し
い
生
活
機
式
へ
の
変
化
で
あ
る
。
例
え
ば
耐
久
消
費
財
の
家
具
什
器
類
に
つ
W
て
も
、
戦
前
白
木
製
家
具
中
心
か
ら
戦
後
の
電
気
器

具
を
中
心
と
す
る
金
属
製
家
具
に
、
雑
費
関
係
て
は
教
育
・
文
化
・
医
療
・
理
容
・
旅
行
・
娯
楽
な
ど
の
比
重
が
増
加
し
て
い
る
。
同

践
の
ζ

と
は
飲
食
費
や
衣
料
・
光
熱
費
等
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。
即
ち
主
食
で
は
パ

y
食
の
普
及
、
非
主
食
て
は
肉
・
卯
・
牛
乳
な

ど
の
動
物
性
古
田
由
貿
の
増
加
、
衣
料
で
は
綿
関
係
の
減
少
、
光
熱
費
て
は
ガ
ス
・
電
気
・
右
前
使
用
の
増
加
た
ど
て
あ
る
の
し
か
し
こ

白
上
う
な
消
費
内
容
の
再
放
化
白
反
田
て
、
最
も
た
b
お
く
れ
℃
い
る
の
は
住
宅
開
題
で
あ
る
の
住
宅
不
足
は
依
然
と
し
て
緩
和
さ
れ

τ
い
な
い
。

消
費
水
準
が
向
よ
し
、
消
費
内
容
が
高
級
化
し
た
乙
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
家
計
の
収
支
は
ど
う
で
あ
ワ
た
か
。
都
↓
叩
勤

労
者
の
収
入
構
造
心
変
化
は
左
去
の
と
ゐ
り
で
あ
っ
て
、
戦
前
に
比
べ
て
世
帯
員
の
収
入
と
勤
労
外
臼
収
入
と
白
比
一
亘
が
増
加
し
て
い

る
が
、
収
支
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
大
休
に

b
w
て
二
五
年
ま
で
は
赤
字
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
二
λ
年
か
ら
黒
字
に
転
じ
、
三

O
年

て
は
黒
字
率
八
・
二
%
、
純
貯
蓄
五
%
を
一
示
し
亡
い
る
。
し
か
し
ま
だ
戦
前
白
状
態
ま
で
は
問
復
し
E
い
な
い

(
次
友
会
グ
胤
)
。
そ
れ
に

は
租
税
負
担
率
が
非
常
に
商
い
己
と
も
一
囚
で
あ
ろ
う
。
戦
前
の
租
税
負
担
は
実
収
入
の
一
%
に
も
濯
し
亡
い
な
か
ヮ
た
が
、
戦
後
の

負
担
率
は
、
こ
こ
数
年
来
、
軽
減
の
方
向
に
あ
る
が
、
三

O
年
に
は
八
・
六
%
忙
達
し
て

b
b、
そ
白
外
、
戦
前
に
見
ら
れ
な
か
っ
た

社
会
保
障
的
支
出
も
実
収
入
心
三
%
ほ
ど
占
め
亡
い
る
。
(
一
三
年
度
経
済
自
害
二
八
王
頁
〕
従
っ
て
実
収
入
む
う
ち
て
消
費
支
出
に
向
け

ら
れ
亡
い
る
も
の
は
戦
前
で
は
八
八
%
で
あ
っ
た
が
、
三

O
年
で
は
八
一
%
に
減
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
戦
後
に
治
け
る
社
会
保
障
の

導
入
は
そ
れ
だ
け
家
計
の
安
定
度
を
強
め
て
い
る
己
と
は
疑
い
な
い
の
し
か
し
貯
金
の
保
有
高
な
ど
が
戦
前
に
は
速
く
及
ば
友
い
の
で



出
家
計
全
体
と
し
て
み
た
安
定
度
は
、
ま
だ
ま
だ
戦
前
白
状
態
ま
で
改
善
さ
れ
た
も
D
と
は
い
い
得
な
い
。

勤労者世帯収入構造の変化(全都布〉

大 IEl5"

昭和 2
4.0u 4.03 

90.14 75.06 
(100) (100) 

82.32 70.07 
(91.3) (93.1) 

77.54 68.26 
(94.2) (96.0) 

4.78 1.81 
(5.8) (4.0) 

7.82 4.99 
(8.7) (6.6) 

1.実収入には現物が加え亡ある

2.世帯主・主・世帯員の比辛は勤労収入を

100 ~ Lての比草である。

30 

4.00 

28.132 
(100) 

25，141 
(89.3) 

23.314 
(92.7) 

1.827 
(7.3) 

1.992 
(10.7) 

勤労タ卜収入

〈備考〕

動!J'J者世帯家計収支三租.;U~負担〈全都市

担税黒字率 l 
世帯人員 純貯蓄率 l

負担率〔収支差〉
人 % % % 

4.20 0.4 10.0 8.4 

4.12 0.2 11.7 10.5 

4.58 9.8 ム1.0 ム2.0

4.G8 9.8 1.8 60.5 

4.77 8.8 4.0 2.0 

4.7日 8.0 5.1 2目9

4.80 9.3 6.6 3目6

4.71 8.6 8.2 5.0 

1 粗羽負担率，黒字率，純貯蓄率はともに

実収入に封する比率である。

2. 純貯蓄は預貯金及び無8-..保険掛金とし

て金融機関に預入れたものである。

戦
後
白
わ
が
国
民
生
活
の
凹
復
は
以
上
白
外
な
ゐ
種
々
な
る
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
予
定
の
紙
数
士
費
し
た
白
て
、
こ
こ

昭和9ー 11

世帯人員〔人)

実収入(円〕

(内世帯主〉

(三喜止世帯貝〕

勤労収入五

F叶

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

Z 二

日

次

大15一昭 2

昭 9-11

25 

26 

27 

28 

29 

3C 

(備考)

年
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五

第
四
苦



陀
は
一
般
国
民
所
得
白
数
字
を
附
け
加
え
て
本
稿
を
終
る
こ
と
と
し
よ
う

戦
後
の
わ
が
国
民
生
活

第
八
中
巻

二
八
六

第
四
号

国
民
生
活
を
所
得
の
一
面
か
ら
見
る
と
、
二
五
年
に
三
兆
三
六
一

O
億
円
て
、
金
額
て
は
戦
前
(
九
一
一
年
平
均
)
の
約
二
三
四
倍
て
あ

る
が
、
イ
〆
フ

V
D
影
響
昔
物
価
指
数
で
調
整
し
た
実
質
所
得
額
て
は
戦
前
の
八

0
・
五
%
に
あ
た
る
。
終
戦
直
後
に
は
戦
前
の
約
二

分
の
一
て
五
二
・
四
%
で
あ
ヮ
た
も
白
が
、
年
々
回
復
し
て
二
八
年
に
戦
前
基
準
を
突
破
し
て
一

O
二
・
八
%
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
順
調
に
回
復
し
た
が
、
巨
額
白
対
日
援
助
、
財
政
支
出
、
さ

b
に
戦
後
白
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
動
乱
プ

l
ム
た
ど
他
力

的
支
出
ま
た
は
偶
然
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が

多
4
、
日
本
経
済
白
基
躍
の
確
立
に
伴
う
自
主

得(単位億円〕

国民
人当り

210月

208 

110 

113 

129 

145 

169 

182 

2口1

216 

220 

238 

向指数

144 

569 

3，609 

9，680 
19，616 

27，373 

33，610 

43，532 

50，272 

57，183 
60，62R 

65，745 

印刷~)経済企画庁調，害年とも暦年，実質所得は
昭和 9-11年平均を基棋とした物価指数

〔統計局・良林省・日本銀行その他の物何

指数合cもとにしげ抑止した総合泊費財物価

指数〉で除 Ltこもり。国民一人当りはこれ

を更に人口総数(絵画府統計局推計人口ま

たは国勢調在〕で陪したもの。 28，29年内

数字は3C宇分の発表に当って政訂された。

(日本国勢図会昭和32平版〕

100，0 

99，1 

52.4 

53，8 

61.4 

69.0 

80.5 

86.7 

日5.7

102.8 

104.6 

113.3 

所

実質所得

144 

151 

83 

88 

103 

119 

141 

153 

172 

187 

193 

212 

民

国民所得

国

j
-

て
日
均

町

一

四

幻

幻

お

μ
お

泊

u
m
m
m

会

9
平

的
な
成
長
力
に
基
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

た
お
不
安
な
底
流
が
な
い
わ
け
で
は
在
い
。
己

の
こ
と
は
国
民
生
活
全
体
の
回
復
に
つ
い
て
も

同
様
の
己
と
が
い
え
る
。
消
費
水
準
は
高
く
な

っ
た
が
、
住
居
の
状
態
阜
、
家
副
む
中
ぞ
飲
食
に

費
さ
れ
る
比
率
が
多
く
、
税
金
も
高
い
、
し
か

も
貯
金
の
率
は
ぐ
っ
と
減
っ
て
い
る
。
消
費
生

活
は
ハ
デ
で
も
、
モ
れ
は
う
わ
ベ
だ
け
の
こ
と

ゼ
し
か
た
い
。
落
着
い
た
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活

は
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
の



て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
閏
由
と
責
任
と
が
し
っ
か
り
結
び
付
い
て
、
法
と
移
序
と
が
守
ら
れ
る
社
会
状
態
が
実
現
し
、
内
容
り
充
実
し

た
国
民
生
活
白
回
復
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
次
第
て
あ
る
。
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